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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
テ
ケ
ト
ー
な
俺
と
神
と
異
世
界
と
　
設
定
集

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
８
０
３
Ｖ

【
作
者
名
】

　
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
．
Ｄ
ｏ
ｅ

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
著
作
「
テ
ケ
ト
ー
な
俺
と
神
と
異
世
界
と
」
と
「
テ
ケ
ト
ー
な
俺
と
神
と

異
世
界
と
 

Ａ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
Ａ
」
の
設
定
集
で
す
。
裏
設
定
的
な
も
の
も
存
在

し
ま
す
。

※
ネ
タ
バ
レ
の
宝
庫
で
す
。
で
き
る
限
り
最
新
話
ま
で
読
ん
で
か
ら
読
む
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
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人
物
紹
介
　
地
球
編
（
前
書
き
）

　
ま
ず
は
人
物
紹
介
、
地
球
サ
イ
ド
。
神
も
地
球
サ
イ
ド
に
含
め
て
い
ま
す
。
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人
物
紹
介
　
地
球
編

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
市
川
　
拓
海

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
１
５

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｙ
：
９
月
１
６
日
（
お
と
め
座
）

Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
：
Ａ
（
Ｒ
ｈ
＋
）

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
７
５
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
５
７
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
普
通
に
床
屋
で
切
っ
た
だ
け
の
特
徴
の
な
い
髪
形
と
体
系
の

持
ち
主
で
、
い
わ
ゆ
る
特
徴
が
な
い
と
こ
ろ
が
特
徴
と
い
う
人
間
。
黒
髪
と
黒

目
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
世
界
で
は
そ
れ
が
珍
し
い
よ
う
だ
。
ふ
と
し
た
（
？
）

理
由
で
地
球
か
ら
半
強
制
的
に
異
世
界
に
飛
ば
さ
れ
、
王
国
が
対
峙
し
て
い
る

魔
王
を
討
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主
犯
は
ゼ
ウ
ス
の
妻
、
ヘ
ラ
と
い
う
疑
惑
が

あ
る
。

　
持
久
力
や
サ
バ
イ
バ
ル
能
力
が
高
く
、
理
数
系
の
人
間
で
あ
る
。
中
学
時
は

理
科
、
数
学
は
ほ
ぼ
毎
回
８
０
点
台
を
キ
ー
プ
し
た
猛
者
だ
が
、
逆
に
社
会
（

特
に
歴
史
）
は
公
民
を
除
い
て
大
抵
６
０
点
が
上
限
と
い
う
あ
る
意
味
で
の
猛

者
。
ま
た
、
短
距
離
走
は
全
然
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
ダ
メ
。
た
だ
し
、
ゼ
ウ
ス

や
テ
ュ
ポ
ン
に
力
を
授
け
ら
れ
、
そ
れ
を
使
用
し
て
半
ば
チ
ー
ト
な
方
法
で
補

っ
て
い
る
。

　
人
間
関
係
と
し
て
は
、
あ
ま
り
差
別
的
に
人
を
好
き
嫌
い
せ
ず
、
だ
れ
と
で

も
交
友
が
結
べ
る
。
だ
が
、
逆
に
そ
の
性
格
ゆ
え
す
べ
て
の
人
を
一
定
の
範
囲

に
し
か
近
づ
け
な
い
せ
い
で
親
友
や
恋
人
と
い
う
の
は
全
く
と
い
う
ほ
ど
で
き

な
い
。
ち
な
み
に
、
色
恋
沙
汰
に
は
（
知
識
そ
の
ほ
か
は
有
す
る
が
）
全
く
興

味
が
な
い
。

　
か
な
り
軽
微
で
は
あ
る
も
の
の
、
オ
タ
ク
に
片
足
突
っ
込
ん
で
い
る
。
主
に

ミ
リ
タ
リ
ー
と
ゲ
ー
ム
関
係
。
ど
ち
ら
も
一
昔
前
の
も
の
が
好
み
の
よ
う
だ
が
、

ゲ
ー
ム
な
ど
の
新
作
の
情
報
に
は
詳
し
い
。
ゲ
ー
ム
は
細
く
長
く
と
い
う
タ
イ
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プ
。

　
現
実
主
義
的
な
と
こ
ろ
や
辛
口
な
と
き
も
あ
り
、
当
人
が
招
い
た
結
果
で
困

っ
て
い
る
場
合
に
は
人
に
手
を
貸
さ
な
い
時
が
多
い
。
し
か
し
、
当
人
が
他
人

の
影
響
で
困
っ
た
場
合
に
は
手
を
貸
し
た
り
、
仲
間
を
馬
鹿
に
さ
れ
た
時
に
は

本
気
で
怒
る
な
ど
、
人
情
に
厚
い
一
面
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
本
気
で
怒
る
と

自
我
を
失
う
タ
イ
プ
。
記
憶
も
さ
れ
な
く
な
る
。
ま
た
、
雷
や
風
の
性
質
が
半

自
動
的
に
変
わ
り
、
雷
は
黒
く
、
風
は
よ
り
荒
さ
を
増
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
が

体
に
与
え
る
負
担
は
大
き
い
ら
し
い
。

　
専
ら
渡
さ
れ
た
荷
物
に
あ
っ
た
迷
彩
服
を
着
用
し
、
普
段
は
ネ
イ
キ
ッ
ド
ス

ネ
ー
ク
の
も
の
と
似
た
バ
ン
ダ
ナ
を
巻
い
て
い
る
。
砦
で
の
防
衛
線
（
ａ
ｃ
ｔ

２
３
参
照
）
で
右
目
を
失
い
、
以
後
眼
帯
を
着
用
し
て
い
る
。

　
使
用
す
る
武
器
は
日
本
刀
の
蒼
鬼
、
Ｍ
ｋ
２
２
ハ
ッ
シ
ュ
パ
ピ
ー
、
小
型
の

ソ
ウ
キ

ナ
イ
フ
そ
の
他
。
魔
法
の
属
性
は
雷
と
風
。
ち
な
み
に
ゼ
ウ
ス
と
テ
ュ
ポ
ン
の

力
で
魔
力
は
無
限
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
ゼ
ウ
ス

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男
（
？
）

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
？
？

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
７
９
ｃ
ｍ
（
幻
影
と
し
て
の
出
現
時
）

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
？
？

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
言
わ
ず
と
知
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
神
話
最
高
神
。
全
能
の
神
と
さ

れ
、
特
に
天
候
の
中
で
も
雷
を
操
る
と
さ
れ
る
。
拓
海
を
地
球
か
ら
放
り
出
し

た
実
行
犯
の
う
ち
の
一
人
（
神
？
）
。
自
身
が
生
み
出
し
た
は
ず
の
ヘ
ラ
に
頭

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
恐
妻
家
。

　
拓
海
に
雷
（
電
気
）
を
操
る
力
と
蒼
鬼
を
渡
し
た
。

　
幻
影
は
金
髪
青
目
の
人
間
の
体
を
使
用
す
る
。
後
の
テ
ュ
ポ
ン
を
上
回
る
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
性
格
で
、
そ
の
整
っ
た
見
た
目
と
相
ま
っ
て
拓
海
は
軽
く
殺
意

を
お
ぼ
え
た
と
か
お
ぼ
え
な
か
っ
た
と
か
。
た
だ
し
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
で
は

テ
ュ
ポ
ン
を
上
回
る
が
常
識
度
で
も
テ
ュ
ポ
ン
を
上
回
る
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
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登
場
す
る
か
ら
か
、
英
語
は
苦
手
な
よ
う
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
テ
ュ
ポ
ン

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男
（
？
）

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
？
？

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
９
３
ｃ
ｍ
（
幻
影
時
）

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
？
？

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
暴
風
や
台
風
を
つ
か
さ
ど
る
と

い
う
神
、
あ
る
い
は
怪
物
と
伝
わ
る
。
幻
影
時
は
そ
れ
に
か
か
わ
ら
ず
ダ
ン
デ

ィ
ズ
ム
漂
う
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
お
っ
さ
ん
と
い
う
印
象
。
本
来
ギ
リ
シ
ャ
神
話

で
は
ゼ
ウ
ス
と
は
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
宿
敵
（
あ
く
ま
で
ト
モ
と
は
読
ま
な
い
）

関
係
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
本
作
で
は
良
い
仲
の
よ
う
だ
。

　
神
で
あ
る
は
ず
だ
が
か
な
り
の
ゲ
ー
マ
ー
。
当
時
は
ま
っ
て
い
た
ゲ
ー
ム
（

Ｍ
Ｇ
Ｓ
３
）
の
影
響
で
拓
海
に
Ｍ
ｋ
２
２
や
Ｃ
Ｑ
Ｃ
用
の
ナ
イ
フ
を
渡
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
風
の
力
や
迷
彩
服
な
ど
も
託
し
、
そ
の
後
に
は
バ
ン
ダ
ナ
や
眼

帯
、
果
て
は
某
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ
メ
の
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ｖ
ｅ
ｒ
．

）
を
渡
し
た
。

　
ど
う
も
拓
海
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
だ
が
、
ス
ト
レ
ス
を
気
遣
っ
た
り
と
い
う

一
面
も
見
せ
る
。
で
も
や
っ
ぱ
り
遊
ん
で
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
ヘ
ラ

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
女
（
？
）

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
？
？

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
？
？

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
？
？

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
本
作
で
は
今
現
在
（
７
／
２
１
）
名
前
の
み
の
登
場
。
テ
ュ

ポ
ン
曰
く
拓
海
を
異
世
界
に
送
る
こ
と
に
な
っ
た
際
の
主
謀
者
兼
主
犯
者
。
ま

た
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
同
じ
く
ゼ
ウ
ス
の
妻
。
神
の
中
で
も
か
な
り
腕
っ
ぷ
し
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が
強
い
ら
し
く
、
ゼ
ウ
ス
は
自
ら
が
生
み
出
し
た
は
ず
で
あ
る
が
頭
が
上
が
ら

な
い
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ
ｉ
ｅ
・
ジ
ョ
ニ
ー

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男
（
？
）

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
？
？

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
？
？

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
？
？

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
か
つ
て
拓
海
の
前
に
こ
の
世
界
に
来
た
ら
し
い
。
し
か
し
時

代
的
に
は
地
球
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
の
は
拓
海
と
そ
う
そ
う
変
わ
ら
な
い
ら

し
い
。
拓
海
は
内
心
某
下
痢
気
味
の
あ
の
人
か
と
も
疑
っ
た
…
…
ら
し
い
。

　
レ
ー
ル
ガ
ン
を
王
国
に
作
っ
た
と
い
う
恐
る
べ
き
人
物
。
拓
海
が
察
す
る
に

軍
事
関
係
者
。
し
か
し
、
そ
の
レ
ー
ル
ガ
ン
は
必
要
な
雷
の
魔
力
の
希
少
性
と

必
要
魔
力
量
の
膨
大
さ
か
ら
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
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人
物
紹
介
　
国
王
直
属
部
隊
編
（
前
書
き
）

　
王
国
編
は
次
へ
。
ジ
ュ
イ
ス
は
後
に
入
隊
し
て
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
魔

王
軍
へ
。
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人
物
紹
介
　
国
王
直
属
部
隊
編

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ａ
ｃ
ｔ
・
ア
ク
ト
（
ビ
ー
ス
ト
・
オ
セ
ロ
ッ
ト
種
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
１

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
７
９
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
５
６
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
一
隊
隊
長
。
ま
さ
し
く
オ
セ
ロ
ッ
ト
を
思

わ
せ
る
金
髪
と
青
い
目
が
特
徴
的
で
、
多
少
や
せ
形
。
物
わ
か
り
の
い
い
性
格

で
あ
る
が
、
少
々
時
世
に
疎
い
。

　
跳
弾
で
の
狙
撃
を
筆
頭
と
し
た
銃
撃
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
高
さ
の
反
面
、
近
接

戦
闘
は
苦
手
。
訓
練
に
よ
り
、
ナ
イ
フ
で
の
近
接
戦
闘
は
並
み
レ
ベ
ル
に
こ
な

せ
る
よ
う
に
は
な
っ
た
。
メ
タ
ル
ギ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
オ
セ
ロ
ッ
ト
に
似
て
い
る
。

　
脚
は
森
林
な
ど
で
は
部
隊
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
を
も
ち
、

枝
か
ら
枝
へ
の
移
動
な
ど
が
多
い
移
動
が
得
意
で
あ
る
。

　
使
用
す
る
武
器
は
リ
ボ
ル
バ
ー
状
の
魔
法
具
。
近
接
戦
闘
で
は
大
型
の
ナ
イ

フ
を
使
う
。
属
性
は
氷
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｒ
ｅ
ｍ
・
レ
ム
（
エ
ル
フ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
女

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
０

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
６
９
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
５
４
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
二
隊
隊
長
。
血
の
よ
う
に
赤
い
ロ
ン
グ
の

髪
と
、
同
じ
色
の
目
が
す
ら
り
と
し
た
体
型
と
あ
い
ま
っ
て
冷
静
な
印
象
を
与

え
、
そ
の
見
た
目
に
違
わ
ず
冷
静
な
性
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
分
の
ミ
ス
で

誰
か
が
傷
つ
い
た
り
す
る
と
途
端
に
冷
静
さ
を
欠
き
涙
も
ろ
く
な
る
と
い
う
性

格
も
併
せ
持
つ
。
正
義
感
も
強
い
の
だ
が
、
人
の
雑
務
な
ど
を
手
伝
っ
た
り
は
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し
な
い
。
国
王
へ
の
忠
誠
は
ア
ク
ト
と
同
等
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
強
い
。

　
身
体
能
力
は
並
み
で
あ
る
が
、
魔
法
を
中
心
に
組
み
立
て
る
戦
闘
ス
タ
イ
ル

は
近
接
戦
闘
な
ら
ば
部
隊
中
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
ゼ
ル
キ
ス
と
は
総
合
的
に
同
等
。

　
使
用
す
る
武
器
は
二
振
り
の
剣
。
状
況
に
よ
っ
て
本
数
を
変
え
る
。
属
性
は

炎
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｚ
ｅ
ｌ
ｋ
ｉ
ｅ
ｓ
・
ゼ
ル
キ
ス
（
ビ
ー
ス
ト
・
タ
イ
ガ
ー
種
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
３

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
２
０
３
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
１
１
４
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
三
隊
隊
長
。
金
に
近
い
茶
の
髪
と
目
を
持

ち
、
ガ
タ
イ
が
良
い
。
体
育
会
系
の
典
型
で
、
身
体
能
力
は
高
い
が
頭
脳
的
に

は
自
覚
が
あ
る
ほ
ど
残
念
。
時
折
わ
ざ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
ミ
ス
を

し
で
か
し
あ
り
す
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
ガ
タ
イ
故
笑
顔
で
い
て
も
子
供
に
泣

か
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　
身
体
能
力
が
高
く
、
素
で
地
面
に
２
ｍ
ほ
ど
の
ク
レ
ー
タ
ー
を
作
る
こ
と
も

で
き
、
さ
ら
に
応
用
魔
法
を
使
用
す
る
と
威
力
が
数
倍
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
使
用
す
る
武
器
は
手
甲
。
た
だ
し
武
器
と
い
う
よ
り
拳
を
壊
さ
な
い
た
め
。

属
性
は
な
く
、
そ
の
代
り
と
し
て
自
身
の
移
動
速
度
と
攻
撃
力
を
増
加
さ
せ
る

応
用
魔
法
を
使
用
す
る
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｃ
ｅ
ｓ
ｈ
ｉ
ａ
・
セ
シ
ア
（
エ
ル
フ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
１

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
８
７
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
６
４
Ｋ
ｇ
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Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
四
隊
隊
長
。
新
緑
の
よ
う
な
髪
と
目
、
そ

し
て
爽
や
か
な
笑
顔
は
イ
ケ
メ
ン
の
部
類
ど
真
ん
中
を
直
撃
し
、
女
性
フ
ァ
ン

数
も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
普
段
か
ら
笑
顔
と
丁
寧
な
口
調
で
あ
る
が
、
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
た
り
す
る
と
口
調
は
変
わ
ら
ぬ
も
の
の
、
笑
顔
の
ま
ま
か
な
り
物
騒
な

こ
と
を
言
っ
た
り
す
る
。

　
情
報
収
集
、
戦
況
把
握
に
長
け
、
そ
れ
を
生
か
し
た
臨
機
応
変
な
戦
闘
ス
タ

イ
ル
を
こ
な
す
器
用
さ
を
持
つ
。
特
に
情
報
収
集
は
部
隊
の
情
報
源
に
な
っ
て

い
る
ほ
ど
。

　
使
用
す
る
武
器
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
。
近
接
戦
闘
は
素
手
。
属
性
は
土
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｉ
ｚ
ｅ
ｆ
・
イ
ゼ
フ
（
ヴ
ァ
ン
プ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
女

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
１
９

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
５
９
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
４
８
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
五
隊
隊
長
。
白
い
髪
は
目
に
か
か
る
程
度

の
長
さ
で
、
そ
の
髪
に
隠
れ
た
目
は
薄
い
赤
色
。
内
気
な
性
格
の
よ
う
で
、
話

す
と
き
も
詰
ま
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
翼
を
応
用
し
た
索
敵
力
は
正
確
で
、

し
ば
し
ば
隊
の
皆
に
も
頼
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
味
に
一
撃
が
重
い
。
た
だ
し
魔

法
は
威
力
控
え
め
。

　
専
ら
戦
闘
員
と
い
う
よ
り
救
護
要
員
。
部
隊
中
唯
一
治
癒
系
の
応
用
魔
法
が

使
え
る
小
隊
で
あ
る
か
ら
で
、
そ
の
能
力
は
高
い
。
そ
の
役
割
に
準
ず
る
が
ご

と
く
、
彼
女
が
怒
り
に
染
ま
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
い
っ
た
感
情
に

は
鈍
感
な
よ
う
だ
。

　
使
用
す
る
武
器
は
め
っ
た
に
使
わ
な
い
が
二
振
り
の
剣
。
レ
ム
と
異
な
り
一

本
の
み
を
使
う
こ
と
は
な
い
。
属
性
は
炎
、
そ
し
て
治
癒
や
援
護
用
の
応
用
魔

法
を
使
う
。
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Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｄ
ｅ
ｆ
ｉ
ｅ
ｒ
・
デ
フ
ィ
ア
（
ビ
ー
ス
ト
・
ウ
ル
フ
種
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
２

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
８
６
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
６
９
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
国
王
直
属
部
隊
第
六
隊
隊
長
。
群
青
の
髪
と
瞳
は
落
ち
着
い

た
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
の
実
か
な
り
行
動
的
か
つ
好
戦
的
。
風
の
魔
法
を
応

用
し
て
遠
距
離
に
声
を
届
け
る
な
ど
、
頭
が
切
れ
る
。
つ
い
で
に
食
い
し
ん
坊
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
集
中
力
が
高
い
の
か
、
遠
距
離
か
ら
の
狙
撃
が
得
意
。
近

接
戦
闘
は
訓
練
後
で
あ
り
な
が
ら
絶
望
的
。
お
そ
ら
く
一
対
一
で
も
押
さ
れ
か

ね
な
い
。
５
０
０
ｍ
位
で
あ
れ
ば
裸
眼
で
狙
撃
可
能
と
い
う
恐
る
べ
き
腕
を
持

つ
。
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
ス
コ
ー
プ
は
無
い
が
。

　
遠
距
離
か
ら
の
援
護
を
専
ら
の
任
務
と
す
る
が
、
真
価
は
そ
の
遠
距
離
か
ら

の
高
威
力
魔
法
。
魔
力
探
知
を
で
き
な
い
よ
う
な
距
離
か
ら
ぶ
ち
込
ま
れ
る
敵

側
か
ら
し
た
ら
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。

　
使
用
武
器
は
部
下
と
同
じ
狙
撃
銃
型
魔
法
具
。
た
だ
し
一
般
兵
は
使
え
な
い

ほ
ど
の
高
価
な
品
。
ま
た
、
近
接
戦
闘
で
は
槍
を
使
う
。
た
だ
し
、
中
距
離
用

ラ
ン
ス

の
武
器
な
の
で
近
接
戦
闘
自
体
は
苦
手
。
属
性
は
風
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｅ
ａ
ｓ
ｅ
・
イ
ー
ス
（
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
女

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
１
７

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
６
１
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
５
２
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
新
し
く
設
立
さ
れ
た
国
王
直
属
部
隊
第
七
隊
隊
長
。
白
い
シ

ョ
ー
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
髪
と
同
じ
色
の
目
は
凛
々
し
い
印
象
を
持
た
せ
る
が
、

逆
に
幼
さ
も
い
ま
だ
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
き
び
き
び
と
働
い
て
い
る
が
、
そ

の
見
た
目
も
あ
い
ま
っ
て
や
は
り
幼
い
と
い
う
印
象
を
持
た
せ
る
。
そ
れ
で
も

仕
事
の
丁
寧
さ
に
は
定
評
が
あ
り
、
ま
だ
若
い
こ
と
な
ど
か
ら
も
将
来
の
王
妃
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候
補
と
か
い
う
噂
も
あ
る
の
だ
と
か
。

　
隠
密
行
動
を
得
意
と
し
、
彼
女
は
敵
の
真
後
ろ
に
立
っ
て
も
気
づ
か
れ
な
い

ほ
ど
だ
と
か
。
ま
た
、
第
七
隊
設
立
以
前
に
設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
研
究

所
へ
の
侵
入
、
兵
器
破
壊
の
実
績
が
あ
り
、
そ
の
際
は
死
者
が
出
た
ど
こ
ろ
か

一
度
も
気
配
す
ら
悟
ら
せ
な
か
っ
た
と
か
。

　
使
用
武
器
は
ナ
イ
フ
。
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ナ
イ
フ
も
数
本
常
備
し
て
い
る
模
様
。

属
性
は
雷
。
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人
物
紹
介
　
王
国
編
（
前
書
き
）

　
今
ま
で
出
て
き
た
（
一
部
を
除
い
た
）
王
国
の
方
々
。
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人
物
紹
介
　
王
国
編

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｋ
ｉ
ｅ
ｓ
．
Ｋ
．
Ｒ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
・
キ
ー
ズ
．
Ｋ
．
ロ
イ
ス
（
エ
ル

フ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
６
８

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
７
８
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
７
６
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
現
王
国
王
。
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
は
代
々
王
国
の
国
王
に
受
け
継

が
れ
る
も
の
で
、
彼
は
２
４
代
目
。
白
み
が
か
っ
た
（
お
そ
ら
く
白
髪
的
な
も

の
）
薄
い
水
色
の
髪
と
、
空
の
よ
う
な
青
い
目
は
温
厚
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ

る
が
、
実
際
普
段
温
厚
で
は
あ
る
彼
だ
が
、
ひ
と
た
び
怒
り
に
触
れ
る
と
そ
の

怒
り
に
触
れ
た
も
の
は
地
獄
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

　
時
折
と
ん
で
も
な
く
黒
い
発
言
を
す
る
。
し
か
し
普
段
は
温
厚
な
人
柄
で
、

人
望
も
厚
い
。
経
済
に
強
く
、
前
国
王
が
魔
王
軍
の
襲
撃
で
倒
れ
て
絶
望
的
な

不
況
に
陥
っ
た
王
国
を
見
事
た
て
な
お
ら
せ
た
。

　
使
用
す
る
武
器
は
魔
法
樹
の
支
幹
を
加
工
し
た
杖
。
属
性
は
光
だ
が
、
本
来

は
風
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｅ
ｒ
ｙ
ｍ
ｅ
．
Ｒ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
・
エ
リ
ム
・
ロ
イ
ス
（
エ
ル
フ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
４

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
８
２
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
７
４
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
キ
ー
ズ
の
息
子
。
国
王
で
は
な
い
の
で
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
は
未

継
承
。
国
王
有
力
候
補
の
一
角
で
は
あ
る
。

　
空
を
思
わ
せ
る
髪
と
目
は
さ
わ
や
か
な
印
象
を
持
た
せ
る
。
そ
の
実
爽
や
か

な
性
格
で
あ
る
ら
し
い
。
父
で
あ
る
キ
ー
ズ
と
同
じ
く
政
治
は
経
済
に
強
い
。
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だ
が
、
本
人
は
軍
人
方
向
を
志
望
し
て
お
り
、
父
キ
ー
ズ
か
ら
は
多
少
反
対
さ

れ
て
い
る
。

　
妹
と
諸
地
域
を
巡
る
旅
に
出
て
い
た
。
普
段
か
ら
国
民
と
は
積
極
的
に
触
れ

合
お
う
と
し
て
い
る
た
め
、
人
望
は
厚
い
。

　
文
武
両
道
で
は
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
家
事
が
不
得
意
で
、
特
に
料
理
は
妹

曰
く
「
生
き
物
を
殺
せ
る
」
レ
ベ
ル
。

　
使
用
す
る
武
器
は
多
少
短
い
サ
ー
ベ
ル
。
属
性
は
氷
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｆ
ｅ
ｒ
ｙ
ｍ
ｅ
．
Ｒ
ｏ
ｉ
ｓ
ｅ
・
フ
ェ
リ
ム
．
ロ
イ
ス
（
エ
ル
フ
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
女

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
２
２

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｔ
：
１
７
０
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
６
１
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
キ
ー
ズ
の
娘
、
エ
リ
ム
の
妹
。
国
王
有
力
候
補
の
一
角
。
兄

と
は
対
立
関
係
に
あ
る
は
ず
だ
が
仲
が
い
い
。
背
中
を
覆
う
ほ
ど
の
青
い
髪
と
、

同
じ
色
を
し
た
目
は
お
し
と
や
か
と
い
う
印
象
を
持
た
せ
る
。
し
か
し
、
実
際

は
平
和
主
義
だ
っ
た
り
と
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
行

動
的
。

　
人
を
見
る
目
が
あ
り
、
適
材
適
所
に
派
遣
す
る
能
力
に
長
け
て
い
る
。
ま
た
、

兄
と
異
な
り
身
体
能
力
的
に
は
並
み
を
微
妙
に
下
回
る
が
、
家
事
全
般
は
得
意
。

料
理
は
本
職
に
負
け
ず
劣
ら
ず
。

　
使
用
す
る
武
器
は
普
段
戦
闘
し
な
い
た
め
無
い
。
属
性
は
風
。
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人
物
紹
介
　
王
国
編
（
後
書
き
）

　
王
妃
は
存
在
す
ら
本
作
に
出
て
い
な
い
と
い
う
悲
惨
さ
。
ゆ
え
に
設
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
で
に
お
亡
く
な
り
で
す
か
ら
。
え
え
。
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人
物
紹
介
　
魔
王
軍
編
（
前
書
き
）

　
今
回
は
二
名
の
み
。
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人
物
紹
介
　
魔
王
軍
編

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
？
？

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
？
？

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
１
９
８
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
８
１
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
魔
王
軍
筆
頭
。
専
ら
魔
王
と
呼
ば
れ
る
。
彼
は
何
代
目
か
す

ら
不
明
で
、
魔
王
は
代
々
本
当
の
名
前
を
捨
て
る
と
い
う
。

　
戦
闘
狂
の
気
が
あ
り
、
拓
海
と
の
対
決
を
心
底
楽
し
ん
で
い
た
模
様
。
腕
は

そ
れ
に
見
合
う
確
か
な
も
の
で
、
ジ
ュ
イ
ス
す
ら
下
し
た
と
い
う
。

　
使
用
す
る
武
器
は
２
ｍ
は
あ
る
細
見
（
と
は
い
え
２
ｍ
に
し
て
は
、
と
い
う

意
味
）
の
剣
。
属
性
は
闇
。

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
：
Ｊ
ｕ
ｉ
ｓ
ｅ
・
ジ
ュ
イ
ス
（
ビ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
オ
ン
種
）

Ｓ
Ｅ
Ｘ
：
男

Ｏ
Ｌ
Ｄ
：
１
９

Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
１
８
５
ｃ
ｍ

Ｗ
Ｅ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
：
７
８
Ｋ
ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
：
元
魔
王
軍
前
線
部
隊
、
現
国
王
直
属
部
隊
第
四
隊
隊
員
。
淡

い
金
の
髪
と
青
い
目
は
一
見
爽
や
か
で
知
的
な
印
象
を
持
た
せ
る
。
し
か
し
実

際
は
知
的
な
部
分
も
あ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
以
上
に
戦
闘
力
が
高
い
行
動
的
な
性

格
。
い
ま
だ
１
９
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
る
。
ピ
ン
ク
の
ボ
デ

ィ
ア
ー
マ
ー
状
の
防
御
用
魔
法
具
を
愛
用
し
て
い
る
彼
は
、
某
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

　
拓
海
と
唯
一
こ
の
世
界
で
ま
と
も
に
渡
り
合
う
。
魔
王
に
下
さ
れ
た
と
い
う

が
、
お
そ
ら
く
は
接
戦
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
両
親
に
一
度
捨
て
ら
れ
て
王
国
に
養
子
と
し
て
養
わ
れ
た
の
ち
、
魔
王
軍
に
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両
親
が
い
る
と
知
る
。
そ
の
後
魔
王
軍
に
入
隊
し
、
母
に
会
う
。
だ
が
父
は
す

で
に
他
界
し
、
母
も
あ
っ
た
翌
日
戦
死
し
た
。
成
り
行
き
で
魔
王
軍
に
い
た
も

の
の
、
拓
海
と
の
戦
闘
を
経
て
王
国
軍
に
入
隊
し
た
。

　
使
用
す
る
武
器
は
某
量
産
型
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
が
使
う
よ
う
な
形
状
の
マ
シ
ン

ガ
ン
型
魔
法
具
、
そ
の
ほ
か
赤
い
斧
。
ま
た
、
ピ
ン
ク
の
ボ
デ
ィ
ア
ー
マ
ー
状

魔
法
具
を
愛
用
す
る
。
属
性
は
風
。
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世
界
観
設
定
　
基
本
的
地
理
（
前
書
き
）

　
続
い
て
は
世
界
地
理
。
さ
あ
さ
、
行
き
ま
す
よ
ー
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世
界
観
設
定
　
基
本
的
地
理

　
国
の
広
さ
は
地
球
の
ロ
シ
ア
と
同
等
か
少
し
広
い
程
度
。
東
西
に
長
い
長
方

形
に
近
い
。
周
り
は
海
に
囲
ま
れ
、
北
や
西
に
行
く
ほ
ど
山
が
、
南
や
東
に
行

く
ほ
ど
平
地
が
多
く
な
る
。
中
心
地
か
ら
少
し
だ
け
東
に
行
っ
た
と
こ
ろ
へ
巨

大
な
湖
が
存
在
す
る
。
そ
の
湖
は
大
魔
法
樹
の
主
幹
が
存
在
す
る
と
か
。

　
本
来
は
す
べ
て
一
つ
の
国
な
の
だ
が
、
東
か
ら
七
分
の
四
ほ
ど
の
と
こ
ろ
か

ら
魔
王
軍
と
名
乗
る
者
達
が
占
拠
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
王
国
政
府
は
本
国
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、
向
こ
う
か
ら
の
行
動
が
な
い
限
り
は
特

例
を
除
い
て
攻
撃
し
な
い
姿
勢
。
魔
王
軍
と
い
う
の
が
本
来
王
国
国
民
だ
っ
た

の
だ
が
自
身
が
落
ち
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
際
に
立
ち
直
ろ
う
と
す
ら
せ
ず
、
現

王
国
に
責
任
が
あ
る
と
反
乱
を
起
こ
し
始
め
た
の
が
始
ま
り
。
デ
ル
ビ
・
ア
リ

エ
と
い
う
昔
か
ら
不
気
味
な
場
所
だ
っ
た
そ
こ
に
拠
点
を
構
え
、
今
は
戦
争
状

態
に
な
っ
て
い
る
。

　
王
国
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
名
前
が
な
い
。
と
、
い
う
の
も
こ
の
王
国
も
属
す

る
星
は
、
こ
の
王
国
を
含
め
て
３
つ
し
か
陸
と
国
が
な
い
。
そ
れ
故
、
王
国
、

帝
国
、
連
邦
国
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
は
代
々
Ｋ
，
Ｅ
，
Ｕ
の
ミ
ド
ル
ネ

ー
ム
を
受
け
継
ぐ
。
そ
れ
ら
３
つ
の
国
は
海
で
隔
離
さ
れ
、
行
き
来
は
で
き
る

も
の
の
と
て
も
で
は
な
い
が
戦
争
が
で
き
る
ほ
ど
近
く
な
い
。
ゆ
え
に
、
三
国

間
は
基
本
的
に
友
好
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
は
簡
易
的
な
手
続

き
さ
え
踏
め
ば
い
つ
で
も
移
住
、
旅
行
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
言
わ
ず
と
も

お
金
は
か
か
る
。

　
ま
た
、
三
国
間
が
友
好
関
係
に
あ
る
か
ら
こ
そ
王
国
は
魔
王
軍
と
の
関
係
に

神
経
を
集
中
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
以
上
の
通
り
巨
大
な
国
が
３
つ
も
あ
る
こ
の
星
は
、
無
論
地
球
よ
り
大
き
い
。

２
倍
弱
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
央
の
核
が
よ
り
高
密
度
な
の
か
、
重

力
は
地
球
と
そ
う
そ
う
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
大
気
が
多
少
薄
い
関
係
で
、



22

空
の
色
の
変
化
は
地
球
よ
り
乏
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
趣
の
あ
る
変

化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
太
陽
方
向
は
同
じ
ら
し
い
。

　
ち
な
み
に
太
陽
を
崇
め
る
文
化
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
月
的
存
在
の

ム
ー
ト
を
崇
め
る
文
化
が
あ
る
。
故
に
か
、
太
陽
に
名
前
は
な
い
。
本
作
で
は

便
宜
上
日
だ
と
か
太
陽
だ
と
か
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
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世
界
観
設
定
　
魔
法
（
前
書
き
）

　
こ
の
物
語
の
根
幹
に
し
て
最
大
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
そ
れ
が
魔
法
。
こ
れ
は

譲
れ
な
い
！
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世
界
観
設
定
　
魔
法

　
そ
も
そ
も
、
こ
の
世
界
で
は
魔
法
は
基
本
魔
法
と
応
用
魔
法
の
二
つ
に
分
か

れ
る
。
共
通
す
る
の
は
、
ど
ち
ら
も
「
体
内
に
存
在
す
る
魔
力
を
媒
体
の
よ
う

に
使
用
し
て
、
何
ら
か
の
現
象
を
起
こ
す
行
為
」
と
い
う
こ
と
。

・
基
本
魔
法
：
火
・
風
・
氷
・
土
・
雷
の
５
つ
の
属
性
を
基
礎
と
す
る
魔
法
で
、

左
に
あ
る
属
性
ほ
ど
持
つ
も
の
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
魔
力
を
媒
体
に
、
自
然
界
に
上
記
の
現
象
を
起
こ
す
行
為
を
基
本
魔
法
と
い

い
、
特
徴
と
し
て
は
物
体
な
ど
へ
の
干
渉
力
が
自
然
に
発
生
し
た
も
の
よ
り
高

い
と
い
う
こ
と
。
現
象
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
魔
法
な
の
で
、
技
な
ど
と

し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
発
生
さ
せ
る
過
程
で
イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
ほ
ど
必
要
な
魔
力
は
少
な
く
な
る
た
め
、
型
に
当
て
は
め
て
使
う
こ

と
も
な
い
こ
と
は
な
い
。
竜
の
形
だ
ろ
う
が
な
ん
だ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
そ
の

形
を
作
る
の
に
必
要
な
現
象
量
と
イ
メ
ー
ジ
の
鮮
明
度
で
必
要
魔
力
量
が
決
ま

る
。
ち
な
み
に
魔
力
が
足
り
な
か
っ
た
場
合
、
そ
も
そ
も
魔
法
自
体
が
発
動
し

な
い
。
同
時
に
魔
力
は
ゼ
ロ
と
な
る
。

　
上
記
五
属
性
は
、
魔
法
発
動
前
な
ら
ば
魔
力
の
合
成
が
可
能
。
相
性
や
量
に

よ
っ
て
、
性
質
が
変
化
し
た
り
威
力
が
変
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
上
記

五
属
性
以
外
に
も
光
、
闇
、
無
が
存
在
す
る
。
無
だ
け
は
伝
承
の
み
伝
え
ら
れ
、

実
在
す
る
か
は
不
鮮
明
。
性
質
か
ら
風
の
属
性
を
応
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
噂
も
あ
る
。
光
と
闇
は
、
互
い
に
対
す
る
属
性
で
他
の
属
性
を
「
染

め
る
」
効
果
が
あ
る
。
染
め
ら
れ
た
属
性
や
物
質
は
そ
の
属
性
と
同
じ
と
み
な

さ
れ
、
光
や
闇
を
使
用
し
た
も
の
が
吸
収
し
た
り
消
滅
さ
せ
た
り
で
き
る
。
両

者
の
魔
力
量
が
極
端
に
少
な
け
れ
ば
五
属
性
も
打
ち
破
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

十
倍
も
の
魔
力
差
が
あ
っ
て
も
打
ち
破
れ
な
い
ら
し
い
。

　
普
通
光
と
闇
は
王
国
の
場
合
、
国
王
と
魔
王
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け
継
ぐ
。
し
か

し
本
来
稀
に
自
然
に
持
っ
て
生
ま
れ
る
者
が
い
る
属
性
で
あ
る
。
上
記
の
継
承
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で
受
け
継
が
れ
る
光
と
闇
は
そ
の
自
然
に
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
よ
り
断
然
強

力
で
あ
る
パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
。

・
応
用
魔
法
：
上
記
の
基
本
魔
法
と
違
い
、
属
性
に
依
存
し
な
い
。
故
に
、
生

ま
れ
つ
き
魔
力
に
属
性
が
な
い
場
合
も
訓
練
を
つ
め
ば
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
魔
力
を
操
る
力
、
魔
操
力
が
必
要
で
、
そ
れ
は
訓
練
次
第
で
高
く
な
る
。
魔

操
力
は
基
本
魔
法
に
も
使
え
る
た
め
、
基
本
魔
法
を
メ
イ
ン
に
使
う
場
合
で
も

訓
練
を
つ
む
場
合
が
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
援
護
用
の
魔
法
で
、
治
癒
、
味
方
、
あ
る
い
は
自
身
の
能
力
強
化
、

そ
の
ほ
か
諸
々
が
あ
る
が
、
す
べ
て
違
う
パ
タ
ー
ン
の
魔
力
操
作
が
必
要
で
あ

る
た
め
、
応
用
魔
法
が
使
え
る
と
い
う
の
は
か
な
り
広
義
で
あ
る
と
い
え
る
。

治
癒
が
使
え
る
か
ら
と
自
分
の
能
力
が
強
化
で
き
る
と
も
限
ら
な
い
し
、
他
の

能
力
強
化
が
で
き
る
か
ら
と
自
分
が
強
化
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
能

力
強
化
も
一
部
の
パ
タ
ー
ン
が
違
う
。
故
に
、
攻
撃
が
強
化
で
き
て
も
防
御
は

無
理
、
と
い
う
の
も
ざ
ら
。

　
基
本
魔
法
以
上
に
大
魔
法
樹
の
支
幹
か
ら
受
け
る
影
響
が
強
く
、
医
療
機
関

な
ど
は
大
抵
近
く
に
大
魔
法
樹
の
幹
が
存
在
す
る
。

・
魔
力
：
魔
法
を
発
動
さ
せ
る
の
に
必
要
不
可
欠
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
媒
体
。
魔
力

が
体
外
へ
出
る
と
現
象
が
発
生
し
、
そ
の
前
に
放
出
す
る
時
、
魔
力
操
作
を
行

う
こ
と
で
形
や
性
質
、
は
て
は
効
果
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
自
然
界
に
存
在
す
る
合
計
量
は
一
定
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
普
段
か
ら
空
気

中
を
漂
っ
た
り
大
魔
法
樹
の
幹
を
と
お
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
陸

に
大
魔
法
樹
が
一
本
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
魔
力
の
元
で
あ
る
と
同
時
に
大

地
の
元
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
大
地
は
、
魔
力
が
よ
く
透
過
す

る
性
質
を
持
つ
。
大
魔
法
樹
自
体
魔
力
を
帯
び
て
お
り
、
周
囲
に
常
に
放
出
し

て
い
る
。
幹
が
地
上
に
露
出
し
て
い
る
際
は
そ
の
放
出
量
も
高
い
。
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体
内
に
魔
力
を
有
す
る
場
合
、
そ
の
魔
力
は
時
間
経
過
で
回
復
す
る
。
回
復

量
は
個
体
差
が
大
き
い
が
、
共
通
し
て
魔
力
残
量
が
多
い
ほ
ど
回
復
量
も
高
い
。

ま
た
、
個
体
ご
と
に
魔
力
の
属
性
が
異
な
り
、
親
か
ら
の
遺
伝
要
素
と
し
て
は

強
く
も
弱
く
も
な
い
要
素
と
し
て
存
在
す
る
ら
し
い
。
こ
の
世
に
生
を
与
え
ら

れ
た
際
、
周
囲
の
魔
力
の
何
れ
か
を
吸
収
し
始
め
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
信
じ

ら
れ
て
お
り
、
環
境
に
よ
っ
て
存
在
す
る
魔
力
属
性
の
割
合
が
異
な
る
た
め
、

わ
ざ
わ
ざ
出
産
環
境
を
選
ぶ
も
の
も
出
て
き
て
い
る
と
か
。
た
だ
し
実
際
成
功

例
は
あ
ま
り
な
い
。
無
い
こ
と
も
な
い
。

　
生
ま
れ
つ
き
ど
の
魔
力
に
も
属
さ
な
い
魔
力
を
持
っ
て
い
る
個
体
が
あ
る
こ

と
が
あ
る
。
属
性
を
持
た
ず
、
も
っ
ぱ
ら
無
属
性
と
呼
ば
れ
る
。
そ
う
い
う
者

が
魔
法
を
使
い
た
い
場
合
、
応
用
魔
法
を
取
得
す
る
こ
と
が
多
い
。

・
属
性
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

・
火
：
５
属
性
中
一
番
持
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
属
性
。
故
に
他
か
ら
教
わ
り

や
す
く
、
戦
略
を
見
破
ら
れ
や
す
い
。
様
々
な
使
い
道
が
あ
る
ほ
か
、
生
活
中

で
よ
く
使
わ
れ
る
。
専
ら
狩
人
達
に
は
必
須
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
の
属
性
。
質

量
は
ほ
ぼ
な
い
た
め
、
直
接
的
な
威
力
は
少
な
い
。

・
風
：
質
量
を
持
ち
え
る
属
性
の
一
つ
。
風
に
次
い
で
持
つ
も
の
が
多
い
。
目

に
見
え
な
い
攻
撃
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
戦
力
的
に
一
人
い
る
と
大
き
く
変
わ

る
。
ま
た
、
ほ
か
の
属
性
と
基
本
的
に
相
性
が
合
い
や
す
く
、
攻
撃
の
際
他
の

属
性
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
使
い
道
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

・
氷
：
様
々
な
攻
撃
が
可
能
な
属
性
。
冷
気
と
し
て
、
あ
る
い
は
氷
そ
の
も
の

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
汎
用
性
に
富
む
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
土
と

同
等
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
直
接
的
攻
撃
力
に
秀
で
て
お
り
、
ま
た
足
場

を
作
っ
た
り
と
戦
闘
以
外
に
も
大
変
重
宝
さ
れ
る
。
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・
土
：
氷
と
並
ぶ
質
量
、
直
接
的
攻
撃
力
に
秀
で
た
属
性
。
離
れ
て
い
て
も
攻

撃
を
当
て
や
す
い
、
操
作
が
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
地
面
を
介
し
て

使
用
で
き
る
た
め
で
あ
り
、
氷
と
同
じ
く
足
場
を
作
っ
た
り
と
様
々
な
場
面
で

活
躍
す
る
。
兵
士
よ
り
民
間
人
に
所
有
者
が
多
い
と
の
う
わ
さ
が
あ
る
。

・
雷
：
５
属
性
中
最
も
珍
し
い
と
さ
れ
る
属
性
。
ま
た
、
速
さ
で
い
え
ば
ト
ッ

プ
。
直
接
攻
撃
す
る
も
良
し
、
感
電
さ
せ
て
麻
痺
、
気
絶
を
狙
う
も
良
し
と
い

う
す
ぐ
れ
た
属
性
だ
が
、
操
作
が
難
し
い
。
ま
た
、
距
離
を
置
く
と
威
力
が
著

し
く
低
下
し
て
し
ま
う
。
生
活
中
使
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

・
魔
法
具
と
は
：
魔
法
具
に
は
主
に
２
つ
の
目
的
が
あ
る
。
１
つ
は
、
魔
法
以

外
で
の
戦
闘
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
一
部
の
武
器
は
例
外
。
魔
力
使
用
を
前
提

と
し
て
い
る
銃
器
系
や
弓
な
ど
が
そ
う
。
そ
し
て
も
う
１
つ
は
魔
力
使
用
量
の

軽
減
。
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
大
き
く
使
用
す
る
魔
力
量
が
変
わ
る
た
め
、
魔
法

を
使
う
時
は
で
き
る
だ
け
鮮
明
に
イ
メ
ー
ジ
を
し
た
方
が
い
い
。
そ
こ
で
、
た

と
え
ば
「
銃
口
か
ら
魔
法
が
弾
丸
に
な
っ
て
放
た
れ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

し
や
す
い
の
が
銃
器
系
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
武
器
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
イ

メ
ー
ジ
を
乗
せ
や
す
く
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
、
携
行
性
な

ど
、
様
々
な
理
由
か
ら
様
々
な
魔
法
具
が
存
在
す
る
上
に
、
護
身
用
な
ど
を
目

的
（
威
圧
感
、
魔
力
制
御
の
観
点
か
ら
護
身
に
も
使
え
る
）
と
し
た
も
の
ま
で

あ
る
た
め
、
探
そ
う
と
思
え
ば
ま
さ
に
星
の
数
ほ
ど
存
在
し
て
い
る
。
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世
界
観
設
定
　
魔
法
（
後
書
き
）

　
２
０
１
１
／
０
８
／
２
３
：
属
性
、
魔
法
具
に
つ
い
て
を
追
加
。
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世
界
観
設
定
　
種
族
編
（
前
書
き
）

　
ビ
ー
ス
ト
、
エ
ル
フ
…
ｅ
ｔ
ｃ
．

　
今
ま
で
に
出
て
き
た
種
族
に
つ
い
て
ご
紹
介
。
ヴ
ァ
ン
プ
の
ス
ペ
ル
は
突
っ

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
作
者
自
身
渋
い
思
い
で
決
め
た
ス
ペ
ル
な
ん
で
す

…
…
ギ
ブ
ミ
ー
英
語
力
…
…
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世
界
観
設
定
　
種
族
編

・
ビ
ー
ス
ト
：
こ
の
世
界
の
六
割
か
ら
五
割
ほ
ど
を
占
め
る
、
最
多
種
族
。
た

だ
し
、
そ
の
中
で
も
種
類
が
多
く
、
も
っ
ぱ
ら
種
族
を
あ
ら
わ
す
と
き
は
『
ビ

ー
ス
ト
○
○
種
』
と
表
さ
れ
る
。
も
と
も
と
は
こ
の
世
界
に
住
ん
で
い
た
動
物

の
各
種
と
、
今
は
す
で
に
滅
ん
で
い
る
あ
る
種
が
配
合
の
よ
う
な
形
を
以
て
生

ま
れ
た
種
族
。
始
ま
り
、
繁
殖
要
因
の
う
ち
な
ぜ
広
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、

と
い
う
点
に
お
い
て
多
く
の
謎
を
残
す
。
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
動
物
で
は
な
い
方

の
種
は
、
地
球
で
い
う
ヒ
ト
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
ト
よ
り
も
身
体
と
知

能
の
バ
ラ
ン
ス
が
知
能
に
傾
き
す
ぎ
て
お
り
、
環
境
の
変
化
や
種
の
争
い
に
勝

て
な
か
っ
た
の
か
絶
滅
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
よ
く
『
ヒ
ュ
ー
コ
ン
』
と
呼
ば

れ
る
。

　
な
ぜ
彼
ら
が
繁
栄
で
き
た
か
、
と
い
う
の
は
ヒ
ュ
ー
コ
ン
と
動
物
が
互
い
の

利
点
を
共
有
で
き
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
ヒ
ュ
ー
コ
ン
の
知
を
持
ち
、
動
物
た

ち
の
高
い
身
体
能
力
を
得
た
ビ
ー
ス
ト
。
次
第
に
そ
の
数
を
増
や
す
こ
と
は
も

は
や
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
両
族
の
割
合
に
よ
っ
て
は
名
前
が
変
わ
る
。
動
物
の
方
が
よ
り
多
い
個
体
は

ハ
イ
・
ビ
ー
ス
ト
と
呼
ば
れ
、
狂
暴
化
し
て
い
る
場
合
か
な
り
厄
介
な
存
在
に

な
り
え
る
。
ヒ
ュ
ー
コ
ン
が
多
い
割
合
の
個
体
は
、
別
名
は
な
い
。
し
い
て
言

う
な
ら
弱
個
体
と
呼
ば
れ
る
。
と
、
い
う
の
も
、
全
般
的
に
体
が
弱
く
、
す
ぐ

に
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
か
ら
ら
し
い
。

　
ビ
ー
ス
ト
は
、
ち
ょ
う
ど
地
球
の
ヒ
ト
が
少
し
姿
を
変
え
た
程
度
。
そ
の
個

体
差
は
大
き
く
、
毛
に
身
を
包
ま
れ
て
い
る
も
の
、
耳
や
尻
尾
を
持
つ
も
の
、

牙
を
持
つ
も
の
、
ほ
と
ん
ど
外
的
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
、
な
ど
な

ど
様
々
で
あ
る
。
だ
が
、
多
く
は
耳
や
尻
尾
、
牙
な
ど
が
発
現
す
る
ら
し
い
。

・
エ
ル
フ
：
こ
の
世
界
の
四
割
か
ら
三
割
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
多
少
下
回
る
程

度
の
数
を
誇
る
。
も
と
も
と
は
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
派
生
し
た
種
で
、
空
を
飛
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ぶ
能
力
を
廃
し
、
知
と
よ
り
大
き
な
魔
力
を
得
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
ビ
ー
ス

ト
な
ど
よ
り
劣
っ
た
身
体
能
力
を
僅
か
に
補
っ
て
い
る
。

　
先
述
し
た
と
お
り
知
に
長
け
た
個
体
が
多
く
、
そ
の
知
を
買
わ
れ
て
重
役
に

就
く
と
い
う
個
体
も
多
い
。
訓
練
次
第
で
は
そ
れ
な
り
の
身
体
能
力
を
有
す
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
、
地
球
の
ヒ
ト
に
一
番
近
い
種
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

耳
が
尖
っ
た
形
状
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
中
に
は
耳
が
異
常
に
良
い
個
体
も
い

る
。
反
面
身
体
能
力
の
中
で
も
筋
力
だ
け
は
補
い
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
ら
し

く
、
そ
れ
を
補
う
べ
く
他
種
族
よ
り
多
い
魔
力
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
繁
殖
力
が
ビ
ー
ス
ト
よ
り
断
然
低
く
、
個
体
数
は
増
え
に
く
い
。
た
だ
し
そ

の
知
と
魔
力
を
生
か
し
、
個
体
数
を
減
ら
し
に
く
い
一
面
が
補
っ
て
い
る
。
肌

は
多
く
白
い
が
、
時
折
色
を
持
っ
た
肌
で
生
ま
れ
て
く
る
個
体
も
存
在
す
る
。

そ
れ
ら
は
総
じ
て
魔
力
量
が
高
い
上
に
、
身
体
能
力
の
伸
び
は
遅
い
も
の
の
大

き
い
。
故
に
、
よ
く
軍
事
関
係
に
進
む
個
体
が
多
い
。

・
ヴ
ァ
ン
プ
：
Ｖ
ａ
ｍ
ｐ
と
は
関
係
が
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
種
の
ス
ペ
ル
は

Ｖ
ａ
ｎ
ｅ
ｐ
で
あ
る
。
レ
ア
レ
イ
ス
、
と
呼
ば
れ
る
機
小
種
族
の
一
つ
。
こ
の

世
界
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
派
生
し
た
種
で
あ
る
。
た

だ
し
、
能
力
な
ど
に
際
立
っ
た
違
い
が
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
亜

種
の
よ
う
な
存
在
か
と
思
わ
れ
る
。
違
う
の
は
、
せ
い
ぜ
い
魔
力
量
と
身
体
能

力
に
差
が
出
や
す
い
こ
と
。
前
者
は
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
、
後
者
は
ヴ
ァ
ン
プ
の
方

が
多
く
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。

　
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
と
対
照
的
な
身
体
的
特
徴
が
あ
る
。
能
力
云
々
よ
り
こ
ち
ら

で
種
を
分
か
ち
、
互
い
に
繁
栄
し
た
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
プ
は
黒

い
翼
を
持
ち
、
そ
の
飛
行
能
力
は
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
に
劣
る
も
の
の
、
特
有
の
羽

を
使
っ
た
索
敵
能
力
を
持
つ
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
翼
の
副
産
物
的
意
味
合
い

が
強
い
。
身
体
能
力
は
全
般
的
に
僅
か
に
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
を
上
回
る
。
知
力
は

同
等
と
さ
れ
、
こ
の
二
種
族
間
で
は
子
を
な
す
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。
子
が

ど
ち
ら
の
種
と
し
て
生
ま
れ
る
か
は
、
遺
伝
子
の
問
題
に
な
る
よ
う
だ
。
こ
の

世
界
で
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
よ
り
解
明
し
よ
う
と
も
し
て
い
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な
い
。

・
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
：
エ
ル
フ
、
ヴ
ァ
ン
プ
の
原
種
と
い
う
べ
き
種
族
。
レ
ア
レ

イ
ス
の
一
種
。
白
く
、
輝
く
よ
う
な
羽
を
背
に
も
っ
て
い
る
。
そ
の
羽
の
白
さ
、

輝
き
は
こ
の
種
に
と
っ
て
一
種
の
ス
テ
ー
タ
ス
の
よ
う
だ
。
ヴ
ァ
ン
プ
よ
り
身

体
能
力
に
劣
る
が
、
魔
力
は
衰
え
た
ヴ
ァ
ン
プ
よ
り
多
い
。
た
だ
し
そ
の
差
は

生
後
の
生
活
次
第
で
埋
め
ら
れ
る
程
度
。
同
じ
生
活
を
送
っ
た
と
す
れ
ば
ほ
ぼ

確
実
に
差
が
出
る
。

　
背
に
生
え
て
い
る
羽
は
、
不
可
視
に
し
て
お
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の

白
さ
故
に
周
り
の
景
色
に
溶
け
込
む
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
二
種
は
、
こ
の
種
か
ら
進
化
し
た
際
、
強
く

な
っ
た
部
分
と
弱
く
な
っ
た
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
根
本
に
あ
る
特
徴
は
変

わ
ら
ぬ
よ
う
で
、
ど
の
種
も
基
本
的
に
白
い
肌
を
持
っ
て
い
る
。

　
身
体
能
力
、
魔
力
、
知
力
が
平
均
的
な
の
が
三
種
の
中
で
は
こ
の
種
と
い
え

よ
う
。

・
魔
族
：
レ
ア
レ
イ
ス
の
一
種
、
唯
一
召
喚
魔
法
で
『
作
成
』
可
能
。
知
能
は

全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
無
く
、
召
喚
者
に
は
た
い
て
い
忠
誠
を
誓
い
、
そ
の

高
い
身
体
能
力
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
か
ら
労
働
力
と
し
て
も
重
宝
さ
れ
る
。

し
か
も
、
見
た
目
な
ど
は
個
体
ご
と
に
千
差
万
別
で
あ
り
、
特
に
愛
玩
動
物
の

よ
う
に
可
愛
が
ら
れ
る
も
の
も
い
る
。
繁
殖
力
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
、
た
だ
し
自
然
的

に
発
生
し
て
い
る
魔
族
は
そ
れ
な
り
に
繁
殖
力
は
あ
る
。
た
だ
し
身
体
能
力
が

高
く
て
も
知
能
の
関
係
上
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
連
携
と
は
無
縁
の
戦
闘
法

で
あ
り
、
一
般
人
で
も
武
装
す
れ
ば
勝
て
る
ほ
ど
と
例
え
ら
れ
る
。

　
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
魔
族
だ
が
、
先
述
し

た
と
お
り
見
た
目
は
千
差
万
別
。
そ
こ
は
ほ
と
ん
ど
運
任
せ
の
よ
う
だ
。
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・
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
、
エ
ル
フ
、
ヴ
ァ
ン
プ
…
こ
の
三
種
は
先
述
の
と
お
り
も
と

も
と
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
と
い
う
一
つ
の
種
族
。
ま
ず
最
初
に
、
突
然
変
異
的
に
、

後
に
ヴ
ァ
ン
プ
と
呼
ば
れ
る
個
体
が
生
ま
れ
始
め
る
。
こ
れ
は
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア

が
生
活
を
開
始
し
て
そ
う
経
っ
て
い
な
い
時
期
の
こ
と
。
そ
の
後
も
稀
に
生
ま

れ
る
よ
う
に
な
り
、
種
族
と
し
て
の
数
を
増
や
し
た
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
の
中
か
ら

ぽ
つ
ぽ
つ
と
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
ン
プ
が
独
立
し
、
一
つ

の
種
族
と
し
て
確
立
し
た
こ
ろ
、
す
っ
か
り
ヴ
ァ
ン
プ
は
生
ま
れ
な
く
な
っ
た
。

神
の
悪
戯
と
思
わ
れ
た
そ
の
流
れ
は
、
今
で
も
両
種
間
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
エ
ン
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
さ
ら
な
る
種
が
生
ま
れ
た
。
あ
る
一
つ
の
群

れ
が
、
山
か
峡
谷
を
旅
し
て
い
た
時
期
。
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
だ

が
、
縄
張
り
の
事
情
で
動
く
わ
け
に
も
い
き
に
く
い
。
そ
こ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

エ
ル
フ
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
の
が
最
も
有
力
な
説
と
さ
れ
て
い
る
。

・
種
族
の
違
い
：
こ
の
世
界
は
上
記
五
種
族
と
、
動
物
な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
る
、

多
種
族
社
会
。
だ
か
ら
、
今
の
地
球
の
ヒ
ト
の
よ
う
に
排
他
的
主
義
で
は
な
く
、

む
し
ろ
互
い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
戦
争
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
た
。
領
地
争
い
が
同
族
間
で
も
あ
っ
た
し
、
ま
さ
に
内
戦
と
い
う

状
態
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
戦
争
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
い
つ
し
か
一
つ

の
国
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
か
ら
は
な
く
な
り
、
ひ
と
時
の
平
和
を
得
た
。
そ
し

て
、
例
の
魔
王
軍
蹶
起
で
あ
る
…
…
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世
界
観
設
定
　
文
化
、
生
活
編
（
前
書
き
）

　
い
ま
ま
で
に
幾
度
か
出
て
き
た
ム
ー
ト
に
対
す
る
信
仰
、
そ
し
て
そ
の
ほ
か

の
文
化
、
一
般
生
活
な
ど
。
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世
界
観
設
定
　
文
化
、
生
活
編

　
宗
教
：
地
球
の
月
に
相
当
す
る
ム
ー
ト
を
信
仰
す
る
の
が
唯
一
存
在
す
る
宗

教
。
強
制
力
な
ど
は
弱
く
、
せ
い
ぜ
い
心
の
指
針
と
し
て
参
考
に
す
る
、
程
度

の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
信
仰
者
が
多
い
。
太
陽
に
相
当
す
る
恒
星
は
王
国

か
ら
で
も
も
ち
ろ
ん
視
認
で
き
る
は
ず
な
の
だ
が
、
そ
ち
ら
に
対
し
て
は
「
敵
」

の
よ
う
な
認
識
故
か
、
具
体
的
な
名
前
が
つ
い
て
い
な
い
。

　
な
ぜ
月
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
の
は
、
太
陽
の
強
い
光
す

ら
淡
く
清
ら
か
な
光
に
変
え
る
（
こ
の
世
界
で
は
ム
ー
ト
が
太
陽
光
を
反
射
す

る
こ
と
が
判
明
済
み
）
と
い
う
「
慈
愛
」
の
精
神
の
象
徴
と
さ
れ
る
か
ら
。

　
文
化
：
地
球
と
異
な
り
、
科
学
の
歴
史
で
は
な
く
魔
法
の
歴
史
と
言
っ
て
い

い
。
魔
法
の
発
達
は
古
く
か
ら
あ
り
、
一
説
に
よ
れ
ば
種
族
が
種
族
と
し
て
明

ら
か
な
差
が
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
と
か
。
ま
た
、
も
と

も
と
会
話
、
そ
の
他
に
よ
る
意
思
疎
通
が
可
能
だ
っ
た
の
が
一
種
族
間
で
は
な

か
っ
た
為
、
人
間
な
ど
と
異
な
り
排
他
的
な
思
考
で
は
な
く
、
種
族
間
の
壁
を

越
え
て
の
結
婚
な
ど
も
あ
る
。
侵
略
性
も
強
く
な
い
。
し
か
し
、
国
同
士
が
離

れ
て
い
る
た
め
、
三
国
間
で
の
交
流
は
滅
多
に
な
い
。
一
部
の
者
に
よ
る
内
部

闘
争
な
ど
が
度
々
発
生
す
る
。

　
暦
：
一
日
は
２
４
時
間
、
そ
れ
が
４
０
０
日
で
一
年
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の

国
に
も
季
節
が
存
在
し
、
日
差
し
が
強
く
な
り
気
温
が
高
く
な
る
温
暖
期
が
約

１
２
０
日
間
。
次
い
で
一
気
に
湿
度
が
低
く
な
る
乾
期
が
約
８
０
日
間
。
日
差

し
が
弱
く
な
り
気
温
が
低
く
な
る
寒
冷
期
が
約
１
２
０
日
間
。
そ
し
て
湿
度
、

雨
天
が
多
く
な
る
雨
期
が
約
８
０
日
間
訪
れ
、
温
暖
期
に
戻
る
。
ム
ー
ト
の
力

が
弱
く
な
り
太
陽
が
活
発
化
す
る
と
さ
れ
る
温
暖
期
に
は
、
ム
ー
ト
の
復
活
を

願
う
祭
日
が
。
逆
に
寒
冷
期
に
は
活
発
化
し
て
い
る
ム
ー
ト
を
祝
う
祭
日
が
行
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わ
れ
る
。
乾
期
と
雨
期
に
も
小
規
模
な
祭
日
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
ム
ー
ト
の
恵

み
に
感
謝
す
る
と
い
う
も
の
で
、
地
球
で
い
う
収
穫
祭
に
近
し
い
。
多
く
の
作

物
は
こ
の
二
期
に
育
ち
、
収
穫
を
迎
え
る
。

　
生
活
：
基
本
的
に
太
陽
、
ム
ー
ト
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
生
活
す
る
。
日
常
生

活
で
も
魔
法
は
使
わ
れ
る
が
、
属
性
に
依
存
す
る
魔
法
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

基
本
的
に
は
水
晶
体
の
物
質
に
込
め
ら
れ
た
特
定
の
属
性
の
魔
力
を
使
っ
て
道

具
を
介
し
魔
法
を
行
使
す
る
。
た
と
え
ば
、
料
理
に
火
を
使
う
場
合
は
火
属
性

の
魔
力
が
込
め
ら
れ
た
水
晶
体
を
器
具
に
セ
ッ
ト
す
れ
ば
、
そ
の
場
に
炎
が
生

ま
れ
る
。
火
力
の
調
整
な
ど
が
で
き
る
の
は
魔
法
行
使
者
の
み
で
あ
る
た
め
、

調
整
は
不
可
能
で
は
あ
る
。

　
学
校
の
よ
う
な
施
設
も
存
在
し
、
王
国
の
場
合
こ
ち
ら
に
子
供
を
通
わ
せ
る

時
に
は
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
は
自
営
し
て
お
り
、

他
の
街
ま
で
営
業
範
囲
を
伸
ば
し
て
い
る
も
の
も
い
る
こ
と
に
は
い
る
が
、
大

抵
は
生
活
圏
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
金
銭
に
つ
い
て
は
硬
貨
を
用
い
て
お
り
、
基
本
的
に
１
０
枚
ご
と
に
一
つ
上

の
ラ
ン
ク
が
あ
る
。
上
の
ラ
ン
ク
に
行
く
ほ
ど
大
き
さ
を
増
す
。
額
は
刻
印
さ

れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
魔
法
管
理
で
あ
り
、
不
正
使
用
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち

王
城
に
存
在
す
る
中
央
管
理
室
に
自
ら
の
情
報
を
垂
れ
流
す
こ
と
に
な
る
。
魔

法
管
理
に
は
専
用
の
応
用
魔
法
が
必
要
で
、
そ
の
分
給
与
も
高
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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